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2 0 2 5 - 2 6 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー メ ッ セ ー ジ  

「 よ い こ と の た め に 手 を 取 り あ お う 」  

2 0 2 5 - 2 6 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 親 睦 が 原 点 」  

 

週  報  第 ２ ８ ３ ３ 回  

 ２ ０ ２ ６ 年 ４ 月 １ ７ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

テーマ：青少年交換プログラム 

 今後の青少年奉仕について 

担  当：青少年奉仕委員会  卓話者：稲山雅治会員 

テーマ：特殊詐欺の現状と対策 

担  当：会員増強委員会  卓話者：八千代警察署 副署長 岩瀬 哲様  
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ８ ３ ２ 回 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司 会  市 原 正 男  

 
「 我 等 の 生 業 」 「 春 の 小 川 」   斉 唱  
「 四 つ の テ ス ト 」  唱 和  
 

会 長 挨 拶  
会 長  中 島 貞 好  

 
本 日 は 第 １ ０ 回 理 事 会 が 開 催 さ れ ま し

た 。 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 細 則 第 １ ３ 条 第

７ 節 に 新 条 文 を 加 筆 す る 件 に つ い て 承 認

と な り ま し た の で 、 ご 説 明 し ま す 。  

 

【 シ ニ ア 名 誉 会 員 】 の 設 定 。 こ れ ま で に 何

度 も 協 議 を 重 ね て き て 、 よ う や く か た ち に

な り ま し た 。  

条 文 は 次 の 通 り で す 。  

 

（ C ） 本 ク ラ ブ ま た は 、 他 の ク ラ ブ に お け る

正 会 員 と し て の 在 籍 期 間 が 累 計 ３ ０ 年

以 上 で あ り 、 年 齢 ８ ０ 歳 以 上 で 健 康 上

の 理 由 、 そ の 他 こ れ に 比 肩 す る 正 当

事 由 に よ り 、 本 ク ラ ブ の 例 会 に 出 席 が

困 難 で あ り 、 且 つ 、 称 賛 に 価 す る 活 動

を し た 者 と し て 、 書 面 に よ る 推 薦 を ２

名 以 上 の 理 事 か ら な さ れ た 正 会 員

は 、 理 事 会 が 決 定 し た 該 当 年 度 の 存

続 期 間 で 名 誉 会 員 に な る こ と が で き

る 。 な お 、 本 条 に 基 づ く 名 誉 会 員 を シ

ニ ア 名 誉 会 員 と 称 す る も の と す る 。  

シ ニ ア 名 誉 会 員 の 出 席 義 務 は 免 除

さ れ る が 、 機 関 雑 誌 購 読 料 及 び Ｒ Ｉ 人

頭 分 担 金 、 地 区 負 担 金 、 グ ル ー プ 負

担 金 等 は 納 入 し な け れ ば な ら な い 。 ま

た 、 本 ク ラ ブ の 例 会 そ の 他 の 会 合 に

参 加 す る 際 は 、 そ の 都 度 ビ ジ タ ー 費 と

同 額 の 金 額 を 支 払 う も の と す る 。  

 

こ の 件 に つ い て は 、 後 日 臨 時 総 会 を 開

催 す る 事 に な り ま す の で 、 改 め て 事 前 に 周

知 す る 予 定 で す 。  

 

 さて、今日は皆さんに問題を出しますので一緒に

考えてみて下さい。 

 

● 日 本 で 面 積 の 広 い 都 道 府 県 ベ ス ト ５  

1 位 ： 北 海 道  8 3 , 4 5 6 平 方 キ ロ メ ー ト ル  
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2 位 ： 岩 手 県  1 5 , 2 7 8 平 方 キ ロ メ ー ト ル  

3 位 ： 福 島 県  1 3 , 7 8 2 平 方 キ ロ メ ー ト ル  

4 位 ： 長 野 県  1 3 , 5 6 2 平 方 キ ロ メ ー ト ル  

5 位 ： 新 潟 県  1 2 , 5 8 3 平 方 キ ロ メ ー ト ル  

 

● 日 本 で 面 積 の 狭 い 都 道 府 県 ベ ス ト ５  

1 位 ： 香 川 道  1 , 8 7 6 平 方 キ ロ メ ー ト ル  

2 位 ： 大 阪 府  1 , 8 9 7 平 方 キ ロ メ ー ト ル  

3 位 ： 東 京 都  2 , 1 8 7 平 方 キ ロ メ ー ト ル  

4 位 ： 沖 縄 県  2 , 2 7 5 平 方 キ ロ メ ー ト ル  

5 位 ： 神 奈 川 県  2 , 4 1 5 平 方 キ ロ メ ー ト ル  

 

● 人 口 の 多 い 都 道 府 県 ベ ス ト ５  

1 位 ： 東 京 都  1 , 4 0 3 万 人  

2 位 ： 神 奈 川 県  9 2 2 万 人  

3 位 ： 大 阪 府   8 7 7 万 人  

4 位 ： 愛 知 県   7 4 8 万 人  

5 位 ： 埼 玉 県   7 3 2 万 人  

 

● 人 口 の 少 な い 都 道 府 県 ベ ス ト ５  

1 位 ： 鳥 取 県   5 4 . 1 万 人  

2 位 ： 島 根 県   6 5 . 4 万 人  

3 位 ： 高 知 県   6 7 . 1 万 人  

4 位 ： 徳 島 県     7 0 万 人  

5 位 ： 福 井 県   7 4 . 9 万 人  

 

● 標 高 の 高 い 山 ベ ス ト ５  

1 位 ： 富 士 山   3 , 7 7 6 m  

2 位 ： 北 岳     3 , 1 9 3 m  

3 位 ： 穂 高 岳   3 , 1 9 0 m  

3 位 ： 間 ノ 岳   3 , 1 9 0 m  

5 位 ： 槍 ヶ 岳    3 , 1 8 0 m  

 

● 長 い 川 ベ ス ト ５  

1 位 ：  信 濃 川  3 6 7 k m  

2 位 ：  利 根 川  3 2 2 k m  

3 位 ：  石 狩 川  2 6 8 k m  

4 位 ：  天 塩 川  2 5 6 k m  

5 位 ：  北 上 川  2 4 9 k m  

 

皆 さ ま 、 何 問 く ら い 正 解 し ま し た か ？  

で は 、 本 日 も よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

幹 事 報 告       幹 事  朝 戸 健 夫  
 
【 理 事 会 報 告 】  

・ シ ニ ア 名 誉 会 員 に つ い て 承 認 さ れ ま し た の

で 、 臨 時 総 会 を 開 催 す る 予 定 で す 。  

・ 新 入 会 委 員 ２ 名 の 伺 い を 回 覧 し ま す の で 、

ご 確 認 下 さ い 。  

・ 青 少 年 福 岡 会 議 開 催 ： レ ヒ ー ナ さ ん 参 加  

 

・ ５ / １ ６ ( 土 )   R M C C 2 7 9 0 同 好 会 創 立 １ ０

周 年 ス ペ シ ャ ル B B Q を ブ ル ー ベ リ ー ヒ ル 勝

浦 に て 開 催 。 ご 興 味 の あ る 方 は 、 幹 事 ま で

お 声 が け 下 さ い 。  

 

委 員 会 報 告  
 
６ ０ 周 年 実 行 委 員 会   中 村 賢 治  
 
 ４ / １ ７ の 例 会 終 了 後 に 実 行 委 員 会 を 開

催 し ま す の で 、 委 員 の 方 は ご 参 加 下 さ い 。  

 

親 睦 活 動 委 員 会   委 員 長  佐 々 木 俊 一  
 

来 月 の 親 睦 旅 行 は 現 時 点 で ２ ７ 名 の 参

加 予 定 で す 。 会 費 は ６ 万 円 と な り ま す 。 来

週 か ら 集 金 を 開 始 し ま す の で 、 よ ろ し く お

願 い 致 し ま す 。  

 

お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 及 川 会 員  
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本 人 誕 生 日 ： 永 田 会 員  

 
本 人 誕 生 日 ： 飯 生 会 員  

 
結 婚 記 念 日 ： 中 村 真 理 様  

 
青 少 年 奉 仕 委 員 会   委 員 長  稲 山 雅 治  
 
 次 週 ４ / １ ７ の １ ２ 時 頃 に 、 柔 道 金 メ ダ リ ス

ト の 角 田 夏 実 さ ん が い ら っ し ゃ い ま す 。 み

な さ ん で 記 念 写 真 な ど 撮 り た い と 思 っ て お

り ま す 。  

１ ５ 分 程 で お 帰 り に な っ て し ま い ま す が 、 是

非 沢 山 の 会 員 の 皆 さ ま に ご 参 加 頂 け れ ば と

思 い ま す 。  

 

例 会 行 事  
 

ク ラ ブ 広 報 委 員 会   委 員 長  花 島 文 成  
 
 本 日 は 副 委 員 長 の 寺 沢 会 員 か ら 、 寺 澤

家 の ル ー ツ の テ ー マ で お 話 頂 き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

テ ー マ ： 寺 澤 家 の ル ー ツ  
卓 話 者 ： 寺 沢 一 三 会 員  

 

 私 の 父 は 生 前 、 調 査 員 に 依 頼 し て 寺 澤 家

の ル ー ツ を 調 べ て い ま し た が 、 そ の 時 の ノ

ー ト が 出 て き ま し た 。 そ の 調 査 に よ る と 、 私

た ち の 先 祖 は 長 野 県 か ら 来 た こ と が 分 か

り 、 被 祖 父 の 本 籍 は 長 野 県 飯 山 市 （ 妙 高 高

原 の 近 く ） に あ り ま し た 。 さ ら に さ か の ぼ る

と 、 長 野 へ 移 る 以 前 は 、 九 州 ・ 熊 本 県 天 草

市 か ら 移 住 し て き た と 記 録 さ れ て い ま し た 。

そ の た め 私 は 、 家 族 や 孫 た ち に も 「 江 戸 時

代 に は 天 草 に 住 ん で い た 」 と 話 し て い ま し

た 。  

 

と こ ろ が あ る 日 、 孫 が 学 校 か ら 帰 っ て き

て 、 歴 史 の 授 業 で 「 天 草 に は 寺 沢 と い う 悪

い 代 官 が い た 」 と 教 わ っ た と 言 い 、 「 じ ぃ じ 、

寺 沢 の 先 祖 は 悪 い 人 だ っ た の ？ 」 と 私 に 尋

ね て き ま し た 。 そ の 一 言 を き っ か け に 、 も う

一 度 し っ か り と 自 分 た ち の ル ー ツ を 調 べ 直

し て み よ う と 思 う よ う に な り ま し た 。  

 

ま ず 私 は 、 祖 父 の 生 ま れ た 長 野 県 飯 山

市 の 寺 沢 村 を 訪 ね ま し た 。 近 く の お 寺 で 話

を 聞 い た と こ ろ 、 約 ２ ０ 年 前 に 最 後 の 一 世

帯 が 村 を 離 れ 、 現 在 は 誰 も 住 ん で い な い と

の こ と で し た 。 村 に は 、 時 の 流 れ を 感 じ さ せ
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る さ び た 車 と 、 小 さ な 寺 沢 ダ ム が 静 か に 残

さ れ て い ま し た 。  

 

そ の 後 、 長 野 県 立 博 物 館 を 訪 れ る と 、 関

連 す る 資 料 が 3 0 0 冊 ほ ど も 所 蔵 さ れ て い ま

し た が 、 時 間 も あ り ま せ ん し 、 数 が 多 す ぎ る

の で 諦 め ま し た 。  

 

更 に 調 べ て い く う ち に 、 こ れ ま で 聞 い て

い た 熊 本 の 天 草 で は な く 、 実 際 に は 佐 賀 県

唐 津 に い た こ と が 分 か っ て き ま し た 。 そ こ

で 、 さ ら に 確 か め る た め に 九 州 へ 行 く こ と を

決 意 し ま し た 。  

 

昨 年 ５ 月 の ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク に 、 キ ャ

ン ピ ン グ カ ー で 九 州 を 訪 れ 、 お 寺 や 城 を 巡

り ま し た 。 佐 賀 県 立 博 物 館 を 訪 ね た 際 は あ

い に く 休 館 日 で し た が 、 県 庁 に 電 話 で 事 情

を 説 明 し た と こ ろ 、 わ ざ わ ざ 学 芸 員 の 方 を

手 配 し て く だ さ り 、 大 変 親 切 に 対 応 し て い

た だ き ま し た 。 そ の 学 芸 員 の 方 の 話 に よ る

と 、 唐 津 城 は 寺 沢 志 摩 守 広 高 に よ っ て 築 か

れ 、 １ ２ 万 石 の 城 主 と し て 治 め て い た と の こ

と で す 。 ま た 、 佐 賀 県 に あ る 名 護 屋 城 の 古

材 を 利 用 し て 築 か れ た 城 で あ る こ と も 分 か

り ま し た 。 一 方 で 、 唐 津 か ら 天 草 ま で は 船

で 何 時 間 も か か る 距 離 に あ り 、 統 治 が 行 き

届 か な か っ た と も 言 わ れ て い ま す 。  

 

当 時 、 農 民 に 重 い 年 貢 が 課 さ れ た こ と が

原 因 と な り 、 一 揆 が 発 生 し ま し た 。 こ れ が い

わ ゆ る 「 島 原 の 乱 （ 島 原 ・ 天 草 一 揆 ） 」 で

す 。 こ の 出 来 事 の 影 響 も あ り 、 寺 澤 家 は 石

高 を １ ２ 万 石 か ら ６ 万 石 へ と 減 ら さ れ 、 そ の

後 し ば ら く し て 佐 賀 の 地 を 追 わ れ る こ と と な

り ま し た 。 そ の 後 は 愛 知 県 や 長 野 県 へ と 移

り 、 最 終 的 に 信 州 に 定 住 し て 寺 沢 村 を 築 い

た と さ れ て い ま す 。 そ し て 明 治 時 代 に な り 、

身 分 制 度 か ら 解 放 さ れ た こ と で 、 さ ら に 移

動 し 、 こ の 八 千 代 の 地 へ と た ど り 着 い た よ う

で す 。  

 

皆 さ ん 、 佐 賀 県 は あ ま り 訪 れ る 機 会 が な

い か も し れ ま せ ん が 、 も し お 越 し の 際 に は 、

唐 津 城 の 近 く に 日 本 三 大 松 原 の ひ と つ で

あ る 「 虹 の 松 原 」 が ご ざ い ま す の で 、 ぜ ひ お

立 ち 寄 り く だ さ い 。 海 岸 沿 い に ど こ ま で も 続

く 松 林 は 、 大 変 ス ケ ー ル が 大 き く 、 見 ご た え

の あ る 景 観 で す 。  

 

ニ コ ニ コ B O X ～         ￥ 1 2 , 0 0 0 -   
 

☆ 寺 沢 さ ん 卓 話 楽 し み で す 。 ２ 回 欠 席 し ま

し た 。 申 し 訳 ご ざ い ま せ ん 。 稲 山  

☆ ２ 月 か ら 体 調 不 良 で 欠 席 し ま し た 。 花 島

先 生 に は 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。  飯 生  

☆ 先 週 欠 席 し ま し た 。  君 塚  

 

友 愛 B O X ～           ￥ 4 5 , 0 0 0 -  

 

☆ ３ / １ ７ で ７ ７ 歳 の 急 坂 を 超 え て  

「 ７ ８ 歳 」 に な り ま し た 。  飯 生  

☆ ８ ４ 歳 に な り ま し た 。  永 田  

☆ 元 気 で ８ ８ 歳 に な り ま し た 。  及 川  

☆ 本 日 妻 の 誕 生 日 で す 。  

お 祝 い あ り が と う ご ざ い ま す 。  中 村  

☆ 寺 沢 さ ん 卓 話 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

中 島 貞 好 ・ 菊 川 ・ 朝 戸 ・ 中 島 仁 ・ 山 浦 ・ 杉  

池 田 ・ 伊 藤 勝 巳 ・ 鈴 木 健 治 ・ 宮 野 ・ 江 口  

浅 野 正 敏 ・ 永 田 ・ 三 井 啓 久 ・ 上 代 ・ 佐 久 間  

安 宅  

☆ 源 右 衛 門 音 楽 劇 、 満 席 に な り 盛 会 に 終

わ る 事 が で き ま し た 。  

八 千 代 ユ ネ ス コ 協 会  会 長  齋 藤 敏 夫  

☆ 遅 刻 し ま し た 。  杉 山  

☆ ２ 回 連 続 で 休 み ま し た 。  佐 々 木  
 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館      ４ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ６ ０ -  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

４/１０ ５４ ４７ ４０ ８５.１ 

■クラブ広報委員会 委員長:花島文成 副委員長 :寺沢一三  
■出席委員長：大曽根  直※欠席の際は必ず月曜日迄に出席委員長に連絡して下さい  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1- 1 - 1 公園都市プラザ 1F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


